
基礎的・基本的な知識や技能を習得させるための指導の工夫 

―「ミシンにトライ！手作りで楽しい生活」の実践を通して― 

上浮穴支部 

１ 研究の視点 

  実感を伴った理解を促す実践的・体験的な活動の充実 

２ 実践事例 

(1) 題材名 ミシンにトライ！手作りで楽しい生活 

(2) 目標 

〇 身の回りの生活に役立つ布を用いた物の製作に関心をもち、ミシンを活用して布製品を製作し    

ようとしている。 

〇 ミシンを活用して自分なりに工夫して製作したり、製作したものを生活に活用したりしようと 

することができる。 

〇 製作に必要な用具を安全に取り扱い、目的に応じた縫い方で製作することができる。 

〇 ミシンの基礎的な操作が分かり、ミシンの直線縫いの仕方や用具の安全な取り扱いを理解して 

 いる。 

(3) 題材設定の理由 

  〇 本校は、全校児童１１名の小規模校である。本学級の児童は、５年生２名、６年生１名の合計

３名である。ＡＢ年度方式で家庭科の授業を行っており、１年間家庭科学習を経験している６年

生と家庭科学習の経験がない５年生が同時に学習を行っている。１学期には、手縫いによる作品

作りを行い、意欲的に取り組んだ。家庭科学習に対する関心は高く、アンケート調査では全員が

「とても好きである」と回答している。 

  〇 本題材は、身の回りにある布で作られた物に目を向けて「布」のよさや特徴に気付き、自分の

生活に役立てたり家族の生活を楽しく豊かにしたりする布製品を手作りする喜びや、それを生活

に役立てる楽しさを味わうことのできる題材である。また、ミシンを活用した物の製作に必要な

材料や製作手順について考えて製作することにより、製作する物や使い方などに応じた製作計画

の必要性と計画の立て方について理解を深めながら、基礎的・基本的な知識や技能を身に付ける

ことができる題材である。 

  〇 指導にあたっては、少人数であり教師の目が行き届きやすいこと、６年生が５年生へ教えるこ

とができることを生かして、実践的・体験的な活動の充実や教え合いの場の充実を図る。その際、

既習事項を想起させたり、製作過程で試行錯誤させながら自分で適切な方法を見つけ出せるよう

にしたりすることにより、基礎的・基本的な知識・技能を習得させ、それを活用する力を高めた

い。今回は、調理実習でも使えるエプロンを製作する。布の柄、ひもの色、ポケットの大きさや

位置、数などを自分で選択したり考えたりする場面を充実させ、自分に合った「マイ・エプロン」

ができたという実感をもたせ、製作の楽しさや喜びを感じさせたい。 

    本時は、エプロンの製作手順の根拠を理解した上で、製作計画を立てることをねらいとしてい

る。まず、手順を書いたカードを選択し、どの順番で作業したらよいかを個人で考えさせる。そ

の際、基準となる視点として、エプロンを完成することができるようにすること、作業がしやす

いようにすることという視点で考えさせ、手順が変わると完成することができないところがある

ことに気付かせたい。次に、自分の考えの理由を話し合い、手順の根拠を確実に理解させる。次

時には、実際にミニチュアのエプロンを製作し、手順の根拠について実感を伴った理解をさせる

とともに、エプロン製作に必要な基礎的・基本的な知識・技能を高めたい。 

(4) 指導と評価の計画（全 13時間） 

時

数 
学習内容 

評価基準（評価方法） 

関心・意欲・態度 創意・工夫 技能 知識・理解 

１ 身の回りにある布で作ら

れた物から、縫い目につい

て調べ、手縫いやミシン縫

いの特徴とそれぞれのよさ

を考える。 

身の回りの生活

に役立つ布を用い

た物とその製作に

関心をもってい

る。 

   ミシン縫いは丈

夫で早く縫えると

いう特徴が分か

る。 
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 ミシンやミシン縫いにつ

いて調べる。ミシンの使い

方を学習し、試し縫いをす

る。 

ミシンの使い方

に関心をもち、適

切な手順で使用し

ている。 

  ミシンの基礎的

な操作が分かり、

直線縫いの仕方に

ついて理解してい

る。 

 ミシンを使って製作する

ものの計画を立て、型紙を

つくる。 

  ゆとりや縫いし

ろを考えながら、

自分に合った大き

さの型紙になるよ

う工夫している。 

  

 布端の始末に必要な三つ

折りの練習をする。 

   製作に必要な用

具の安全な取り扱

いができる。ミシ

ンを用いて直線縫

いをすることがで

きる。 

用具の安全な取

扱いや布端の始末

の仕方について理

解している。 

手順の根拠について考

え、自分の製作計画を立て

る。（本時） 

    手順の根拠をも

とに、製作計画を

立てている。 

  

学習を生かしてミニチュ

アの製作をする。 

   手順の根拠につ

いて理解している。 

マイ・エプロンの製作を

する。 

目的に応じた縫

い方で製作し、そ

の楽しさや活用す

る喜びを味わって

いる。 

 目的に応じて、

縫い方や直線縫い

の場所を工夫して

いる。 

 三つ折りによる

布端の始末ができ

る。 

 

１ 作品発表会で友達と見せ

合う。 

 製作したものの

工夫点や改善点を

考え、今後の生活

に生かそうとして

いる。 

  

 

(5) 本時の指導（８/１３） 

ア 目 標 エプロンの製作に必要な手順の根拠をもとに、製作計画を立てる。 

イ 準備物 ワークシート、手順カード（児童用・掲示用）、ミシン、ミニチュアの見本 

ウ 展 開 

学習活動 主な発問と予想される児童の反応 
指導上の留意点 

◎評価 

１ 前時までの学習を振り

返り、学習課題を確認す

る。 

 

２ 手順カードの並び替え

をして考える。 

 

 

 

３ 自分の考えを発表す

る。 

 

 

 

 

 

〇 エプロンが完成するように、手順を考えてカ

ードを並び替えましょう。 

 ・しるしを付けるのが最初だな。 

 ・ひもは、最後に通せばいいな。 

  

○ 考えと理由を発表しましょう。 

・ポケットはひっかかりそうだから、後の方で

ぬい付けるといいな。 

・ひもが通らなくなってしまうから、斜めの部

分は後の方がいいな。 

〇 手順が変わると完

成できないことがあ

ることを意識させる。 

 

〇 考えが進まない児

童には、ミニチュアの

見本を見せて考えさ

せる。 

 

〇 自分の考えの理由

を発表させ、手順の根

拠を捉えさせる。 

 

エプロンを作るには、どのような手順で進
めればいいだろうか。 



〈写真２ 布端の始末〉 

４ まとめをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 自分の決めた手順をワ

ークシートに記入し、振

り返りをする。 

 

 

 

６ 次時の活動について伝

える。 

〇 順番が入れ替わってもよいところはあるで

しょうか。また、入れ替わると完成できないと

ころはあるでしょうか。 

 ・上とわきはどちらでもいいな。 

 ・斜めの部分は上とわきの後でないと、ひもが

通らなくなるな。 

 

 

 

 

○ 自分の決めた手順で製作計画をワークシー

トに記入しましょう。 

 ・斜めの部分を先にぬうとひもが通らないんだ 

な。 

 ・物を作る手順には意味があるんだな。 

 

〇 今日学習した手順で、ミニチュアエプロンを

製作しましょう。  

〇 自分の決めた手順

を記入し、製作過程に

影響のない手順に関

しては、自分で選択さ

せる。 

 

 

 

 

 

◎ 手順の根拠をもと

に、製作計画を立てて

いる。【ワークシート】 

 

 

 

〇 縫う過程から取り

組ませることで、わき

の縫いしろの手順を

特に意識させる。 

(6) 活動の実際 

○ 実感を伴った理解を促す実践的・体験的な活動の充実 

 ア 試行錯誤させる場の設定とその充実 

(ｱ) 型紙作り 

今回は、目的に応じてゆとりや縫いしろの必要性も考えながら適切な形

や大きさを工夫する力をつけるため、型紙を自分で作らせることにした。

教科書に記載されている寸法を基本として、模造紙を実際に体にあてなが

ら、自分の体や好みに合った大きさや形を決定した。その際、どのくらい

先まで使いたいかなども意識し、身長や体重の増加を考えて大きさを決

めるなどの工夫をする様子が見られた（写真１）。 

(ｲ) 布端の始末の学習 

あえて布端のほつれやすい布を用いて、布端の始末の必要性について

実感させた後、三つ折りの練習に取り組ませた。三つ折り部分の直線縫い

では、縫い代の端を縫わないと折り込んだ部分が縫えずにほつれてしま

う。その際、数ミリのずれによって三つ折り部分に縫えていない所ができ

てしまった経験から、三つ折りの際に縫うべき場所が分かり、実感を伴っ

た理解につながった（写真２）。 

(ｳ) 製作計画の作成 

布を使った物の製作では、手順を間違えると完成することができない。手順の計画の重要さ

を考えさせるために、製作手順を書いたカードを用いた（写真３）。カードを並べ替えながら、

その手順でうまくいくかどうか考えて、正しい手順を見つけ出させるようにした。その際に、

エプロンを完成することができるようにという視点と、作業がしやすいようにという２つの視

点をもたせた。児童が迷っているところでは、教師のエプロン作品の見本を観察させて考えさ

せた。児童は手順の根拠を理解し、自分の作業計画を立てることができた（写真４）。 

 

ひもが通るように、斜めの部分は、上やわ

きより後にぬう。ポケットは、後で付ける。 

〈写真１ 型紙作り〉 

〈写真３ 手順の選択〉  〈写真４ 板書〉 



〈写真５ ミニチュア試作〉 

(ｴ) ミニチュアの試作品 

その後、考えた手順や製作方法を確かめさせるた

め、製作の前にミニチュアの試作をさせることにし

た。児童はこれまでに身に付けてきたアイロンでの

三つ折りとミシンでの直線縫いなどの技能を自分

で確かめながら、自分の作業計画に沿って進め、手

順を間違っては完成できないところがあることに

ついて実感するとともに技能を高めることができ

た(写真５)。 

イ 既習事項を生かす場の設定 

５年生２名は家庭でミシンを使用した経験はなく初

めてミシンの学習に取り組んだが、６年生は昨年度の

既習事項であるため、教え合いの場の充実を図った。

５年生は６年児童の既習の実体験から得たこつを学ぶ

ことで理解を深め、６年生は教えるという経験により、

ミシンの基礎的な操作と知識の確実な定着につながっ

た。 

単元を通して、これまでの学習のまとめや、製作物

を提示するなど、既習事項を想起させながら学習を進

めるようにした。本校はＡＢ年度方式であり、今年度の

１学期にはフェルト小物の製作を行っている。その際

に、刺しゅうやビーズなどの飾りを付けたい児童が、先

に左右を縫い袋状にしてしまったために飾りを縫い付

けづらいことに気付き、途中までやり直すという場面

が見られた。製作計画では、この手縫いでの経験を想起

させることにより、手順の根拠を理解し製作計画を立

てることの重要さを児童は実感し、手順の根拠を理解

して製作計画することにつながった。作品発表会では、

作った作品を見せ合って気付いたことやよかったこ

と、改善点などを伝え合って学習事項を振り返らせる

ようにした（写真６,資料１）。 

 

３ 成果と課題 

既習事項を想起し、試行錯誤しながら演習を繰り返す機会を多く設けたことで、ミシンの基本的な

操作が分かり、直線縫いの仕方や布端の始末の仕方についての技能を、より確実に身に付けることが

できたと考える。また、布で作る物は手順を間違えると完成することができないことがあることを実

感し、手順の根拠を理解して計画したことを実践することができた。そして、布を用いた製作過程に

は細やかな配慮を必要とするが、それには見た目の美しさの他にも根拠があることを理解した。この

ように、自分で試行錯誤して作り方を見つけ出させることで、今後、他の物を作る応用力をつけるこ

とにもつながったと考える。 

課題として、児童は型紙に合わせて縫いしろをとり、しるしをつけて布を裁つ作業と、ポケットの

大きさや位置を決めて縫い付ける作業において一番難しさを感じていた。ポケットの製作では実際に

体に当ててみるなどして大きさを考え、自分の体や用途に合うようデザインを工夫したり、教科書に

ある角の縫い方を実践したりし、失敗の経験を生かして初めての作業を慎重に進めて知識と技能を高

めることができていた。今後もその時の児童のつまずきやすいところを見極め、指導方法を検討する

ことが必要である。また、現在家庭ではミシンを使用した物の製作を行う機会は少ない。今回身に付

けた基礎的・基本的な知識・技能を今後さらに生かせる場を、学校生活の中でつくっていくことが必

要であると考える。 

〈資料１ ワークシート〉 

〈写真６ 作品発表会〉 


